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講座番号 B-41 講座名

記載日 2022/2/7 団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
水分補給まで準備してもらってうれしい。普段使わない竹の細工が楽しい。野外なのに参
加者全員にテーブルを用意してあった、知らなかった、コロナ対策なので嬉しい。滑り止
めの軍手のサービスにはびっくりした、ありがとうございます。竹うまが初めてで楽し
かった。シイタケ菌打ちは初めてだった、楽しい、準備ご苦労様です。

kousaku
写真を添付してください

写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

コロナ対策のため家族間の触れ合いがあまりなく、ちょっと寂しく感じた。フクロウを見
つけた、写真を撮れなくて残念。毎回多数の参加者で嬉しい。名古屋市南区や瑞穂区など
から参加しているらしい、ありがたい。自然観察を必ず取り入れているのはいいことだと
思う、いろいろな変化を見てもらったり感じてもらうことは必要だ。

事業実績報告書

もりもり自然探検・大発見
かすがい里山自然楽校

〈講座全体の概要〉(300字程度)
①里山を愛する地域住民の憩いの場、➁遊びながら学べる体験の場、③公園のような緑豊かな憩いの場、④
里山をイメージした自然体験の場、⑤希少種の生息地域の保全。⑥「遊びと楽しみ」を通じて環境への意識
の醸成をめざし、里山の整備保全活動や自然体験の活動を通して自然環境を理解する情緒豊かな人材育成を
目指しています。竹林の整備と利用活用のあり方学習、水辺再生でよみがえるヘイケボタルの養成活動を重
点的な目的としています。公園整備と共に幼児から高齢者まで幅広い年齢層に支持される活動を続けていま
す。講座では自然観察を必須として地内を案内し整備の現状を紹介するとともに、楽しみながら学べるワー
クショップを取り入れています。近隣の名古屋市からの応募者が大半を占め、地域の枠を超えたふれあいの
輪が広まっていると感じています。今回は竹馬等、竹の工策で情緒豊かな体験ができるよう工夫しました。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

11月13日、自然観察会は家族単位。これか
ら雑木林に入ります。

10月9日、まだ水分補給がいりました。消毒
も忘れずに!
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